
























































































































































































































































































































































































































































































































































































12 2013 年度　心理社会的支援研究　第 4集
要約「雀の救済」
一人の人格をケアすることは、最も深い意味でその人が成長すること、すなわち自己実現を助ける
ことであり、心理療法は、疲れた鳥が羽を休める場であるという立場を堅持しつつ、不登校援助には、
他者の模倣ではない創造的支援態度を援助者が取ることこそが、彼らの魂にとっての最良の栄養であ
るとの考えから、筆者は夢分析やアートセラピーを用いている。今回は、学習障害の問題を抱え、約
10年に渡って不登校状態に陥っているある高校生女子とその母親のカウンセリングにおいて、彼ら
の夢やコラージュに現れる傷つく鳥がその傷を癒し、飛び立つ過程を、「魂のケアとその救済」とい
う観点から考察する。
キーワード：魂、鳥、救済　夢　コラージュ
